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このような問題意識から、先駆的研究となったのが 1990 年、『Journal of Marketing』








































































































(1990) と Kohli and Jaworski (1990) における市場志向の理論的背景の違いについて明確
にしている。その結果、Narver and Slater (1990) では、持続的競争優位性や資源依存モ
デルなどを理論的基盤とする一方、Kohli and Jaworski (1990) では、経済合理性や社会シ
5ステム理論に依拠することを確認している。
第１章の後半では、市場志向に存在する二元性 (dualism) の問題に目を向け、Narver

















































いない 2 つの研究課題の存在が確認された。1 つ目が、従業員の価値観が市場志向に与える
影響についてである。両者の関係を議論するにあたっては、従業員である個人と市場志向
を示す組織という分析単位の違いを克服するため、Lam, Kuraus, Ahearne (2010) によっ
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表している。マーケティング研究の世界的学会である American Marketing Association や
European Marketing Academy だけでなく、製品開発研究の国際学会である Product
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